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ＧＦＰＴニチレイ、家庭用商品の製造本格稼働 
 

ニチレイフーズとタイ王国の大手チキンパ

ッカーＧＦＰＴの合弁会社ＧＦＰＴニチレイ

（＝ＧＦＮ、チョンブリ県）は、新設した３

ライン目が６月から本格的に稼働を始めた。

これによりＧＦＮ全体で、フライドチキンや

グリルチキン、チキンステーキなど加熱品の

生産量が月産1400ｔから1900ｔに増えた。増

産分は日本向けと欧州向けがそれぞれ半々程

度という。加熱品計1900ｔの内訳は、日本向

け（もも肉中心）1200ｔ、欧州向け（胸肉中

心）700ｔ。増産体制のもと、業務用商品に加

え、家庭用商品「ミニフライドチキン」、「チ

キンスティック」の生産を開始した。 

中野泰寿副会長兼上級副社長は「これまで

キャパシティの問題で家庭用を手掛けること

ができなかったが、それが可能になった」と

説明する。ライン増設のため約９億円投資し、

自動計量機、自動包装機を新たに導入した。 

１ライン増設後もワーカー数に大きな変化

はない。非加熱品（生肉）処理ラインと加熱

３ラインの従事者を合わせ、ワーカー約3000

名が24時間体制で働いている。スタッフは約

500名。 

加熱ラインの増設余地は、あと２ライン分

ある。中野副会長兼上級副社長は「具体的に

は未定」としたうえで、「ラインがさらに増え

れば、それを活用して家庭用商品を手掛ける

可能性はある。当社の原料調達の優位性を生

かし、既存の規格にこだわらない商品も手掛

けたい」と方針を説明する。 

 ＧＦＮ敷地内には空地があり、生肉処理場

と加工場をさらに１棟ずつ建てることも可能

という。「事業の拡大に合わせ、既存工場と同

様のものを建てることができる」（中野副会長

兼上級副社長）。 
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ＧＦＮの加工場の様子 


